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構
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た

録

請者と協議の上平成 年

面を確認した。また本地点

掘調査が行われている。こ

を行い、その取り扱いにつ

め、建物建築部分について

保存を図ることで協議が成

月 日に申請地内の試掘

の南側隣接地では第 次

の結果を受けて埋蔵文化

いて協議を行った。その

平成 年度に発掘調査、

立した。なお調査前に原

調査を行い、現況地表面か

調査が行われており、 面
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博多浜の西端部分にあたり

調 査 の

から北西に伸びる 大博通

方向に伸びる 列の砂丘

、海側 列を 息浜（お

、 列の砂丘列高位部に

記 録

り を中心として広がる

列によって形成されている

きのはま） と呼称してい

挟まれた低位部分に位置し

砂丘上に立地する遺

。このうち内陸側

る。今回の調査地点

ている。
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対象地は現在櫛田神社の北

より勧進したとされ、鎌倉

地周辺では隣接する第 次

刊報告書を参照いただきた

第 図 井戸・土坑配

西隣に位置している。櫛

末の 博多日記 を初出

調査をはじめとして、発

い。

置図（ ）

田神社は大宰少弐であった

として、文献にも取り上げ

掘調査が行われているが各

平清盛が肥前国神埼

られている。また対

調査概要については

に

果

そ

査

き

の

調査は事業者による矢板設

依頼し、場外搬出を行って

および第 次調査成果から

ろえた面から調査を行うこ

区北東部分で既に地山であ

ていない。また事前に矢板

確認が最終的にできていな

置工事の後、表土の鋤取

いる。対象地の調査前標

、現地表面から

ととした。当初この部分

る黄白色砂が露出してし

の設置を行った関係から

い。ただ第 次調査の状

りを行うこととした。なお
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で中世の遺構面を設定する

まったため、複数の遺構面
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表土鋤取りも事業者
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しており、長軸方向にはほ

半 世紀代を主体とする

各時期の建物については今
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最
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ら

再

炉

（第 図） 調査

。検出面から 程までの

下部で本来の井戸側瓦組み

られない。近世に位置付け

れ、水溜には木質を使用し

掘削後に鋳造関連遺物を投

壁は 層から 出土して

区中央部で検出する。平面

埋土は鋳物滓・炉壁を非

最下部が残っていた。ま

られる瓦組みの井戸側を

ていたものと考えられる

棄したものと考えられる

いる。また に多

径 の円形を呈し、井

常に多く含む褐色砂質土（

たこれ以下は粗砂（ 層）

廃棄時に再掘削して瓦を取

。 層はほぼ使用時の埋土

。鋳物滓（銑鉄塊）は 層

く見られる鋳型焼成関連遺

戸底標高 を測

層）である。この

となり、瓦組みは認

り上げたものと考え

と考えられ、 層は

・ 層 、

物であるサルはほと

ん

平

解

砂

え

ど出土していない。

出土遺物（第 図）

瓦である。凹凸両面ナデを

炉に伴う炉底塊である。コ

粒及びスサが混入されてい

られる。また横断面形はほ

は肥前陶磁の碗である。

行い、凸面にはヘラ状工

ーナー部分であり、底辺

る。幅 、厚さ 弱

とんど弧を描かないもの

は陶器の蓋、 は陶器

具による文字状の施文が行

は直線的である。 ・ は

の粘土帯をレンガ状に積ん

で、 の炉底塊形状と一致

の擂鉢である。 は

われている。 は溶

溶解炉の炉壁である。

で築炉したものと考

する。 は土製

鋳

品

体

る

埋

型である。いずれも胎土に

であろうか。 ・ は中央

に還元している。また裏面

ものであろうか。 は片面

（第 図） 調査

の関係となる。平面径

土は暗灰色土である。掘り

スサの混入はほとんどな

に円孔を有する円盤状を

はナデにより、中央孔周

に製品の一部と考えられ

区北端部で検出する。平面

の円形を呈し、掘

方は暗褐色砂質土と暗黄

く微砂粒を多く含んでいる

呈する。 は片面に円心円

辺のみ被熱還元している。

る溝状の還元痕跡が残って

的な切り合いでは

り方底面標高 を測る

褐色砂が互層状となってい

。 ・ は鍋状の製

状のナデを行い、全

中央孔が湯口にあた

いる。

。木桶を井戸側とし、

る。出土遺物は糸切

り

系

半

穿

は

で

の土師器の他、陶磁器類は

類が僅かに出土するのみ

に位置付けられる。

出土遺物（第 図） は

孔が行われる。 は

外底面に墨書が行われるが

ある。 は高麗青磁小壺で

白磁が大半を占めており

である。他天目片、陶器

外底面ヘラ切りの土師器坏

白磁である。 は内面有文

、判読不能である。 ・

ある。胎土は緻密な青灰

、 類の碗も出土している

、不明鉄器等が出土してい

である。 は土師器椀で

の皿 類である。

は青磁である。 は龍泉

色、釉調はオリーブ灰色を

。また青磁は龍泉窯

る。 世紀中頃 後

ある。焼成後に底面

は碗である。

窯系青磁碗 類

呈する。 ・ は平

瓦

不

ら

類

師

が

である。 は凹面布目、凸

（第 図） 調査

明瞭であるが曲げ物を井戸

は暗黄褐色砂、他は暗

）が正置されており、井戸

器類は皿が径 を

主体である。龍泉・同安窯

面縄目の叩きを行う。

区中央部で検出する。平面

側としているようである

灰色土である。掘り方底

構築に伴う遺物と考えら

測り、外底面は糸切りを

系青磁も出土している。

は凹面布目、凸面斜格子の

径 の円形を呈し、井

。井戸側埋土は検出面から

近くに平坦面を有するが、

れる。遺物はコンテナ 箱

行う。坏も糸切りである。

ほか陶器類、瓦、瓦器、鉄

叩き痕が残る。

戸底標高 を測る。

認められ、井戸底か

ここに完形白磁（

分出土している。土

白磁は ・ ・ 類

釘等が出土している。

で

す

文

同

世紀後半代に位置付けられ

出土遺物（第 図）

ある。 は瓦器椀である。

る。 は白磁碗である

様を施す。 は掘り方内に

安窯系である。 は越州窯

る。

は土師器皿である。外底

・ は有文の白磁皿で

。 ・ は 類で外底面

据えられていた完形の

系青磁碗で器面全体が鈍

面糸切りを行う。

ある。釉調は が緑色を帯

に墨書を有するが、判読不

類碗である。 ・ は

い褐色を呈する。輪状高台

は糸切りの土師器坏

び、 は淡黄色を呈

明である。 は草花

青磁碗である。 は

で全面施釉を行うが、
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第9図 S E0012及び出土遺物実測図（1/60、1/3)

畳付き部分全面に重ね焼き時の白色粘土が付着している。口縁部は波状を呈する。 40は国産緑色紬陶

器碗である。 41-47は陶器である。 43は暗灰色を呈し、透明紬がかかる。 42・45は焼成須恵質で、 42

外面には格子の叩き痕跡が残る。 48～53は鉄釘、 54は先端環状を呈する鉄製品である。

S E0012 （第 9図） 調査区中央部で検出する。平面径約4.2mのやや歪な円形を呈し、井戸側は掘

り方南西部に片寄って構築されている。木質の依存状態が痕跡であり不明であるが、木桶を井戸側に

しているものと考えられる。井戸側内埋土は井戸底より 20cmは黄白色砂、これ以上は暗灰色土である。

出土遺物では、土師器は掘り方内では糸切り・ヘラ切りが混在するが、井戸側内からは糸切りが出土

している。磁器類は白磁の他青磁も出土しているが、龍泉窯系E類碗は出土していない。他には、担

ね鉢、中国・朝鮮系陶器、瓦器、鉄淳（ガラス質）、鉄釘、銅i宰などが出土している。出土遺物より

S KOOlOとの切り合いが逆転すると考えられ、 13世紀後半一14世紀代の井戸と考えられる。

出土遺物（第 9図） 55-57は糸切りの土師器皿である。 58は同安窯系青磁碗である。外面に

「大」字の墨書が残る。 59は外底面に明瞭な糸切り痕を残す東播系須恵質土器である。 60は土師質の

播鉢である。 61・62は陶器である。 61は備前産であろうか。 63は椀形の鍛治j宰と考えられる。 64は棒
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の滑石製品である。中央部

図 及び出土遺

に溝を有しこれより反対

物実測図（ 、 ）

側を欠失しているものと考えられる。 は青銅

製

確

考

ラ

い

れ

キセルの吸口部分である。

（第 図） 調査

認しているが、井戸側を破

えられる。井戸側埋土は井

切りを含むが、糸切りが主

る。この他朝鮮系を含む陶

る。

区中央部で検出する。木桶

壊したような掘り込みは

戸底から は白色砂で

体となる。磁器類は白磁

器類、鉄釘、鉄滓等が出

を井戸側としている。井

見られず、本来は検出面か

、これ以上は黒褐色土であ

中心であるが、龍泉・同安

土している。 世紀中頃

戸側は埋土中途から

ら確認できたものと

る。土師器は少量ヘ

窯系青磁も出土して

後半代に位置付けら

は

が

石

桶

た

出土遺物（第 図）

青磁である。 ・ は櫛描

著しいが、いずれも釘であ

弾である。

（第 図） 調査

により井戸側とするが、井

このレベルで掘り方埋土中

は糸切りを行う土師器皿

きを行う同安窯系、 は

ろうか。 は紡錘形の石

区中央部で検出する。

戸底から のところで

に、厚さ 程の炭

・坏である。 は白磁皿

龍泉窯系である。 ・ は

錘で を測る。 は土錘

、井戸側外周に簡単な石組

・灰層が堆積し、ここから

類である。

鉄製品である。錆化

である。 は球状の

の関係となる。木

が行われている。ま

は獣骨が出土してい

る

灰

で

口

碗

。井戸側構築時の祭祀的な

色土である。遺物はヘラ切

ある。この他瓦器、陶器、

出土遺物（第 図）

唇部内面に段を有し、内面

である。 は 類で

行為であろう。井戸側内

り土師器と白磁を主体と

瓦、鉄釘等が出土してい

はヘラ切りの土師器皿・

は緻密な横磨き、外面は

、蓮弁文を陽刻する。 は

埋土は底から は暗黄褐

する。青磁はほとんどなく

る。 世紀後半代に位置付

坏である。 ・ は楠葉

粗いジグザグの磨きが行わ

類で内底面の釉を輪状に

色砂、これ以上は暗

、数点出土するのみ

けられる。

型の瓦器椀である。

れる。 は白磁

掻き取る。また外底
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面

初

錘

桶

世

に墨書が行われる。 は

期龍泉・同安窯系 類青磁

である。 は玉縁式丸瓦で

（第 図） 調査

を井戸側とする。井戸側

とほぼ同様の傾向を示し

紀前半に位置付けられる。

類である。 は外面にヘ

碗である。 は蛇の目高

ある。凸面には斜格子の

区中央部で検出する。

痕跡は検出面より確認でき

、いずれも近接した時期

ラ縦描き文、内面にヘラと

台を有する越州窯系青磁碗

叩き痕が残る。 は平瓦で

、埋土は暗褐色土である

の掘削・廃棄が行われたも

櫛による花文を施す

である。 は管状土

ある。

の関係となる。木

。出土遺物は ・

のと考えられる。

あ

い

面

に

出土遺物（第 図

は 類皿である。 は

る。口縁部は袋状に屈曲し

る。ガラスは底面付近に部

は外底面を含めて全体に

使用された可能性が考えら

） は白磁である

・ 類碗である。

ているが、内面屈曲部以

分的に厚いところもある

次的に被熱している。青

れる。

。 は 類皿で、内底面の

は陶器である。 は完

下全面にほぼ均等に青白色

が、ほぼ均質に施釉状に付

紫の還元色を呈している。

釉を輪状に掻き取る。

形に復元できる壺で

のガラスが付着して

着している。また外

容器ごとガラス溶解

円

ど

切

青

（第 図） 調査

形を呈し、木桶の井戸側は

には拳大礫が多く混入して

りが混在し、磁器は白磁が

白磁、瓦等が出土する。

出土遺物（第 図

はヘラ切りである。

区中央で検出する。

検出面上面から確認でき

いる。遺物は小破片が多

主体を占める。青磁は龍

世紀前半 中頃に位置付

） は土師器

は白磁碗である

の関係となる

る。井戸側埋土は暗灰色土

く不明瞭な点もあるが、土

泉窯系・同安窯系が少量出

けられる。

皿である。 が糸切りの

。 は鎬蓮弁を刻む。

。平面径約 の

で、底面から ほ

師器はヘラ切りと糸

土している。他陶器、

ほかは井戸側出土の

は 類、 は

わ

数

類である。 は 類であ

れる。 ・ は青磁であ

は越州窯系碗である。外

（第 図） 調査

の井戸側痕跡が残っていた

として遺物の取り上げ

となる。なお と

ろうか。高台外面まで施釉

る。 は全面施釉する平

底面は円盤状を呈し露胎と

区北東側で検出する。当初

ため 基の切り合いと判

等を行った。先後関係は

間には直接の切り合

され、外底面には判読不

底の底部である。明オリ

なる。内面には目跡が残る

基の井戸として掘り下

明した。このため東側を

い関係は認められない。

能であるが墨書が行

ーブ灰色を呈する。

。

げを行ったところ複

、西側を

・ 共に木桶

を

認

時

り

認

遺

井戸側とし、埋土は暗灰色

されたが、 では中

に掘り下げたため、遺物の

のみで、青磁が認められな

められる。以上から

出土遺物（第 図）

物である。

土で、最下位に砂が堆積

途まで不明であった。掘

多くが混合しているもの

い。また はヘラ

は 世紀後半代、

は 出土、

している。 では検

り方は灰褐色土を主体とす

と考えられるが、

切りと糸切りが混合し、白

は 世紀前半代に位置

は 出土、

出面から井戸側が確

る。埋土の多くを同

では土師器はヘラ切

磁 類・青磁などが

付けられる。

は分別不能の

内

は

で

は白磁である。

面にはヘラ描きの文様を施

は黒色土器の椀である。

は糸切りの土師器皿で

碗である。 は体部を全

ある。外面に格子目の叩き

は小型の坏である。

す。 ・ は碗である

横方向の磨きを行う。

ある。 ・ は皿であ

て割り取っている。 は

痕が残る。また内面も当

は皿で外底面は削り出しに

。 は断面鋤状を呈する

はく字状に折れ曲がる鉄釘

る。 は 類の完形

黒色釉がかかる陶器壺であ

て具痕をナデ消しているが

より輪高台状となる。

陶器口縁部である。

であろう。

品である。 ・

る。 は陶器底部

、内底面には全体に
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行の当て具痕が残る。

は白磁である。

れる。 は小型の碗であ

第 図 出土遺

は皿であり、

る。内底面にヘラ描文が施

物実測図（ ）

は内面にヘラ描文を施

される。また外底面に墨書

す。 ・ 類に分類

が行われ、 綱 の

状

よ

側

土

字が判読できる。 ・

に掻き取る。 は全面施

り釉が失われているが、青

（第 図） 調査

とする。 ・

師器、白磁、青磁、陶器、

出土遺物（第 図） ・

は碗である。 は口縁部

釉の青磁碗である。内面に

磁の壺と考えられる。

区北東側で検出し、

・ いずれも井戸

青白磁がある。 世紀後

はヘラ切りの土師器で

が小さな玉縁を呈する。

ヘラ描きの花文を施す。

及び に切

底標高は 付近である。

半に位置付けられる。

ある。 は白磁であ

は内底面の釉を輪

は 次的な被熱に

られる。木桶を井戸

遺物にはヘラ切りの

る。 は完形の皿

で

等

分

部

れ

ある。 ・ は碗である

を多く含む粗雑なつくりで

のみ掻き取っている。また

である。外底面に墨書を行

（第 図） 調査

ている。未掘である。

（第 図） 調査

。 は 類。 は

ある。釉調はオリーブ灰

内面には目跡が残る。

っているが判読不能。

区北東側で検出する。瓦組

区北端部分で検出する。

高麗青磁碗である。胎土

色を呈し、全面に施釉され

は青白磁の蓋である。

みの井戸で、内部に塩ビ

は灰色を呈し、砂粒

た後、高台畳付き部

は平底の褐釉陶器底

管のパイプが挿入さ

の関係となる。

木

土

の

主

青

桶を井戸側とするが、断面

は灰褐色砂質土で、炭化物

行為によるものと考えられ

体である。他陶器、鉄釘等

出土遺物（第 図） は

磁である。 ・ は褐釉

の観察から標高 より

と共に多くの人頭大礫が

る。出土遺物のうち土師

が出土している。 世紀

糸切りの土師器皿である

陶器甕である。

上部は井戸側が破壊されて

投棄されていた。これらは

器は糸切りが大半を占める

中頃に位置付けられる。

。 ・ は 類白磁碗で

いる。また井戸側埋

井戸廃棄に伴う一連

。陶磁器類は白磁が

ある。 同安窯系
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戸

褐

陶

面

側埋土は検出面から は

色土粒を含む黄白色砂であ

磁器類は白磁・青磁が出土

との出土遺物類似性から

出土遺物（第 図） ・

類である。 は龍泉窯系

には櫛描き文が行われる。

暗灰色土、以下は粗砂で

る。出土遺物では土師器

する。この他銅滓の付着

世紀前半に位置付けら

は糸切りの土師器坏で

青磁碗である。内底面に片

、底面から は細砂とな

は外底面糸切りで坏の口径

した炉壁片、滓、鋳型状の

れる。

ある。 は内底の釉を輪

彫り文様を施す。 は青

る。掘り方埋土は黒

は である。

土製品もある。

状に掻き取る白磁皿

白磁の皿である。内

検

遺

土

陶

（第 図） 調査

出面上面から確認でき、木

物は 箱出土し、比較的完

師器はすべてヘラ切りであ

器類、鉄釘 本以上が出土

出土遺物（第 図）

区中央部で検出する。

桶を井戸側としている。

存品に近いものを多く含

る。磁器類は大半が白磁

している。 世紀後半代

は外底面ヘラ切りを行

の関係と

埋土は炭化物を多く含む暗

み、墨書も他と比べ多いと

である。碗類は ・ ・

に位置付けられる。

う土師器皿・坏である。

なる。井戸側痕跡は

灰色土である。出土

いう特徴を有する。

類を主体とする。他

は内面に小口状の

痕

は

ラ

が

類

内

を

跡が多く残っている。また

横方向の磨きが行われてい

描き文を施す。 ・ は

残るが、現状ではほとんど

である。また図化していな

面に櫛目文を有する 類碗

行う小碗である。体部は丸

内底には煤の付着が認め

る。 は白磁であ

小碗である。 は外面に

消失している。 ・

いが には外径 程度

で、外底に墨書を行う。

みを帯び、口縁端部は外

られる。 は土師器

る。 は皿である。

縦ヘラ描き文を施す。外

は小さな玉縁を有する碗

の環状の鉄製品が錆着し

は 周綱 、 は 綱

反する。また高台は細く高

椀である。内外面に

・ は内面にヘ

底面に墨痕状の痕跡

類である。 は

ている。 ・ は

である。 も墨書

めである。釉は高台

内

を

で

認

残

は

側まで施されている。外底

有する越州窯系青磁碗であ

あろうか。胎土は青灰色で

められる。全面施釉した後

る。 ・ は青白磁であ

褐釉陶器壺の口縁部である

（第 図） 調査

面の墨書は 周綱 であ

る。全面に施釉し、畳付

黒色微粒を多く含み、や

高台畳付きは釉を削り取

る。 は皿、 は碗で

。

区北東側で検出する。平面

る。 は水注の頚部である

き部分に目跡の痕跡が残る

や粗雑である。釉は緑色釉

っている。また内面には白

ある。 は外底に 廿カ

径 の円形を呈し

。 は蛇の目高台

。 は高麗青磁碗

に多くの白濁部分が

色粘土による目跡が

の墨書を行う。

、検出面からの深さ

土

極

り

、井戸底標高 を測

粒を含む黄褐色砂である。

少量青磁を含んでいる。こ

出土遺物（第 図

は白磁碗である。 は外

（第 図） 調査

方平面形はやや歪な隅丸長

る。井戸側は上面から確

出土遺物のうち土師器は

の他瓦、磚等が少量出土

） ・ は糸切りの

底に墨書を行うが判読不

区中央部で検出する。

方形を呈する。井戸底付

認でき、埋土は暗灰色土で

糸切りである。陶磁器類は

する。 世紀中頃に位置付

土師器皿である。 は瓦

明である。

近で方形の井戸側を確認し

ある。掘り方は黒色

白磁が大半であるが、

けられる。

器碗である。

の関係となる。掘

た。 ヶ所に隅木の

痕

土

あ

碗

尖

跡が残るが、本来四隅に行

師器はヘラ切りで、白磁が

ろう。 世紀後半代の中で

出土遺物（第 図

、 は青磁碗である。胎

っている。

われていたものであろう

主体となる。 と遺物

考えておきたい。

） はヘラ切り土師

土は灰白色で釉調オリーブ

。底には曲げ物による水溜

組成がほぼ同じであり、近

器坏である。 は土師器椀

灰色を呈す。器壁は薄手

が設置されている。

接した時期のもので

である。 は白磁

で、口縁端部は細く



戸

形

州

第 図

（第 図） 調査

側として方形に横板を組ん

を呈する。腐食が進み詳細

窯系青磁、砥石等が出土し

出土遺物（第 図

・ 及び出土

区中央部で検出する。

でおり、隅柱の痕跡が残

不明であるが、刳り抜き

ている。 世紀代に位置

） は土師器椀

遺物実測図（ 、 ）

っている。水溜は平面径

の様に観察できた。遺物は

付けられる。

である。高台は外側に張

の関係となる。井

、高さ の円筒

土師器、須恵器、越

り出し気味で、体部

は

州

で

が

ブ

の

屈曲部分から直線的に伸び

窯系青磁碗の底部である。

あろうか。 ・ は輪高

認められる。胎土には黒色

色釉が全面に塗布され、高

高台を有し、浅黄色釉を全

る。 ・ は須恵器高

全面に施釉し、外底面に

台である。 はほぼ全面

粒を多く含み、体部は灰

台畳付き部分のみ剥ぎ取

面に塗布している。胎土

台付き坏である。 は蛇

は目跡の痕跡が残る。

に緑色釉を塗布するが、

色、底部外面は橙色を呈す

られている。 は僅かに

は淡黄色で微細砂粒が多く

の目高台を有する越

は国産陶器の碗

外底面には塗りむら

る。 は暗オリー

上げ底となる円盤状

混入する。
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桶

埋

考

は

第 図

（第 図） 調査

を井戸側としている。井戸

土は共に砂が主体となって

えられる。出土遺物として

白磁 類が主体となる。こ

・ 及び出土

区中央部で検出する。調査

側検出までの埋土は全体

いる。このことから井戸

は、土師器はヘラ切りが

の他鉄釘 点、鉛と考え

遺物実測図（ 、 ）

時は

が黒色土で、確認面以下は

側は廃棄時に掘削され大半

主体となるが少量糸切りも

られる非鉄金属片 点（

の関係と考えた。木

井戸側内及び掘り方

を破壊されたものと

含まれる。また磁器

）が出土する。
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出

範

縁

面

る

土遺物からは に後

疇で考えておきたい。

出土遺物（第 図

部である。

（第 図） 調査

から確認しているが、井戸

。また井戸底付近で木質痕

出する様相が認められ、

） ・ はヘラ切り

区南西部で検出する。平面

側の構築材は未確認であ

跡が認められており、水

切り合いが逆転する可能性

の土師器皿である。 は

径 、井戸底標高

る。瓦が多く出土しており

溜と考えられる。

が高い。 世紀代の

同安窯系青磁碗の口

を測る。井戸側は上

、瓦組みと考えられ

同様近世の井戸と考

え

面

と

壁

こ

られ、廃棄後に投棄された

点のみである。壁体は幅

は緩い弧を描いている。胎

なっている。滓は鉄分を多

体に似るが、外面により多

のような廃棄された井戸を

鉄鋳物関連遺物が多量に

、厚さ の帯状

土にはスサと共に砂粒を

く含み塊状となったもの

くのスサを混入し、内面

使用した鋳物関連廃棄場

出土している。壁体 、

ブロックを積み上げたもの

多く混入している。内面は

と、ガラス質の 者が存在

にはスサの混入が見られず

からはいずれも鋳型焼成具

鋳物滓 、鋳型は

と考えられ、壁体内

被熱によりガラス質

する。鋳型の胎土は

砂っぽくなる。また

であるサルはほとん

ど

湧

な

出

井

り

出土していない。

（第 図） 調査

水が始まったため不明であ

い。この部分までは埋土が

土遺物に瓦が多く出土して

戸 ・ ・ 等

上げている。

区南西部で検出する。平面

る。壁面は細かな抉り込

褐色砂質土で、廃棄に伴

おり、瓦組みの井戸側に

と同じく鋳物関連遺物が

径 の円形を呈し、井

みがあり、標高 まで井

った井戸側の掘削が行われ

木質の水溜を有するものと

多く出土している。壁体

戸底は標高 で

戸側は確認できてい

たものと考えられる。

考えられる。近世の

、鋳物滓 を取

面

の

る

井

ろ

（第 図） 調査

の長円形を呈し

痕跡は不明である。出土遺

。

（第 図） 調査

戸側は現状で厚さ 測る

うか。出土遺物は外底面ヘ

区南西部で検出する。

、底面の標高 を測る

物は に同じ傾向

区南西部で検出する。隅柱

。井戸底には木質の水溜

ラ切りの土師器類及び白

となる近

。壁面の中途に抉り込み

を有し、炉壁・鋳物滓共に

の痕跡を残す方形板組み

が設置されている。水溜は

磁が中心となる。他には青

世の井戸である。平

が認められ、井戸側

ずつ出土してい

の井戸側を有する。

木桶によるものであ

磁が極少数、鉄釘数

点

器

越

口

て

、瓦、鉄滓少量が出土して

出土遺物（第 図）

の椀底部である。内底面

州窯系青磁小碗である。全

縁部である。 は弥生時

（第 図） 調査

いる。 同様の近世

いる。 世紀後半代に位

はヘラ切りを行う土師

に網目状の暗文風の磨き

面に施釉し、外底には目

代終末前後に位置付けられ

区南西部で検出する。埋土

の井戸と考えられる。井

置付けられる。

器皿・坏である。 は高

が行われている。 は内

跡白色粘土が認められる。

る底部破片である。

は赤褐色土に鋳物関連の

戸側は未確認であるが、瓦

台が欠失した黒色土

面に毛彫り文を施す

は褐釉陶器甕の

鉄滓・炉壁が含まれ

組みによるものであ

ろ

側

る

よ

ま

う。完掘していない。

（第 図） 調査

である方形の板組みの痕跡

が、北側の 本は板組み外

る水溜が設置されている。

た他には獣脚・水晶等通有

区南西部で検出する。掘り

を確認した。また板組み

、南側の 本は板組みの

遺物には土師器、須恵器

の集落では見出し難い遺

方平面径 前後を測る

の四方に径 程度の杭状

内側に打ち込まれている。

があり、墨書されたものが

物が出土している。 世紀

。井戸底付近で井戸

の隅柱を検出してい

板組み下には木桶に

点出土している。

後半代に位置付けら
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第 図 出土遺物実測図 （ ）

れ

回

せ

状

に

る。

出土遺物（第 ・ 図）

転ヘラ削りを行い、屈曲部

た様な 井 の墨書を有す人

の痕跡が残る。 ・ は

横方向の磨きが行われてい

は土師器である。

以下は外面にヘラ磨きを

る。 は皿である。外底

坏である。体部下半

る。 は甕、 ・ は

はつまみを有する蓋で

行う。天井部外面に 井

面は回転ヘラ削りを行い

より回転ヘラ削りを行っ

移動式竈である。

ある。天井部外面は

と 人 を組み合わ

、内底面には当て具

ている。また内外面

は須恵器である。

あ

行

墨

ヘ

ラ

・ は蓋である。天井部

る。共に底部外面は切り離

わない。 はいずれ

痕が残るようであるが、判

ラ刻書が行われている。

削りを行う。また底部は切

は は回転ヘラ削りを行

し後未調整である。 ・

も外底面に回転ヘラ削り

然としない。 は口縁部

は外底に 伴 の墨書で

り離し後手持ちのヘラ削

うが、 は削りを行わな

は坏である。共に外底

を行わない高台付き坏であ

内外面の一部に煤が付着す

あろうか。 は小壺であ

りを行って上げ底気味に整

い。 ・ は皿で

面に回転ヘラ削りは

る。 は外底面に

る。 は内底面に

る。胴部下半からヘ

形する。 は把手
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で

丁

る

鎮

で

面

ある。 は製塩土器であ

寧な縦方向の削りにより脚

。焼成は堅緻な土師質でひ

壇具であろうか。

（第 図） 調査

きなかった。また円筒形の

ヘラ切りの土師器類及び白

る。内面に布目が残る。

部分を表現している。

ずんだ円錐状に中空とな

区南西部で検出する。方形

水溜を用いるが、木質が

磁が中心となる。他には

は土製の獣脚である。に

は環状土錘である。 は

っている。 は 面体の

板組みを井戸側とするが

痕跡的にしか遺存していな

越州窯系青磁が数点、鉄釘

ぶい橙色を呈する。

不明の脚状製品であ

方柱状水晶である。

、隅柱の痕跡は確認

い。出土遺物は外底

点、青銅製品 点

が

釉

壺

い

出土している。 世紀後半

出土遺物（第 図

調暗オリーブ色、胎土は粗

である。 は鉄釘。 は

（第 図） 調査

ないが、井戸側は木桶によ

代に位置付けられる。

） は 類の白磁碗

い灰白色である。目跡の

板状の青銅製品である。

区中央部で検出する。掘り

り、底に木質の水溜を有

である。 は全面に施釉

砂粒が残る。 はオリー

方は径 強の隅丸方形

する。出土遺物は少量であ

する陶器碗である。

ブ灰色釉を施す陶器

に近い。確認できて

るが、土師器は外底

面

戸

で

き

側

糸切りを行い、 ・ ・

であろう。

出土遺物（第 図

ある。 は灰オリーブ色

（第 図） 調査

る。この掘り込みの最下部

及び水溜には曲げ物を使用

類の白磁が出土している

） は白磁の蓋であ

釉を施す陶器破片で、肩部

区中央部で検出する。井戸

には焼土・炭化物が多く

している。土師器はヘラ

。 世紀後半 世紀前半

る。上面に花文を印刻する

分に花文をスタンプする。

側上部にはこれを破壊す

含まれ、この中から獣骨が

切りである。磁器類は白磁

に位置付けられる井

。 は 類白磁碗

る掘り込みが確認で

出土する。また井戸

が少量で、青磁は越

州

の

外

蓮

ま

灰

窯系のものである。他に黒

出土遺物（第 図

高台である。 は黒色土

反する。 ・ はやや水

弁を刻むが、蓮弁の 枚

で施釉されている。外底面

オリーブ色釉が全面に施さ

色土器、高台付土師器等

） は土師器坏であ

器 である。体部は丸みを

色がかる透明釉を施す白

枚は表現されていない。

に 号 字が墨書されて

れ、外底には目跡粘土が

が出土している。 世紀前

る。横方向の磨きが行われ

帯びやや深い器形である

磁碗である。同型の碗であ

は白磁碗である。胎土

いる。定窯系であろうか。

付着している。 は陶器

半に位置付けられる。

る。 は土師器椀

。口縁端部は僅かに

る。外面に陽刻の鎬

は白色で、高台外面

は青磁碗である。

碗である。高台外面

ま

し

出

あ

でオリーブ灰色釉が施され

）土坑

土坑として確認された遺構

て報告したい。遺構の中心

土も多く注目される。

（第 図） 調査

るが、長軸 以上、短

る。胎土は緻密であるが

は多数存在するが、ここ

は中世前半代に位置付け

区東端で検出する。矢板周

軸 以上の平面略長方

、露胎の外底面は橙色を呈

では出土遺物について図化

られるものである。また鉄

辺を掘り込んでいるため

形を呈する土坑である。

する。

できたものを中心に

・銅鋳物関連遺物の

正確な規模は不明で

北側短辺沿いに

底

分

え

あ

る

角の角礫を、小口面を揃

面には小指大の小礫を敷い

けることができ、特に上層

たが、炭化物・被熱痕跡も

る。鋳造関連遺物としては

。サルはコンテナ 箱分出

えて 段積んでいる

ている（ 層）。土層堆積

（ 層）から多くの

なく、関連遺物を廃棄し

鋳物滓 、スサ混入の

土しており、本調査区内

。石積みの南側は更に

からは大きく 層（

遺物が出土している。当初

たものと考えられる。遺構

壁体破片、鋳型破片、鋳型

では最もまとまって出土し

程掘り込まれており、

層、 層）に

鋳造関連の遺構と考

本来の機能は不明で

焼成具（サル）があ

ており、サイズも
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種

世

で

る

灰

先

類ある。この他染付、陶器

に位置付けられる。

出土遺物（第 図） ・

ある。 は瓦質の鍋であ

。胎土には微砂粒を多く含

色となる。同形でサイズが

である。鋳造製品であろう

、鉄製鋤先、青銅製キセ

は染付碗である。

る。 は鋳型製作時

み、赤褐色を呈する。使

種類あり、使い分けが

。

ル、不明銭貨 点、獣骨等

・ は無文の白磁碗であ

に使用するサルと呼ばれ

用時には周辺に炭をおくた

行われていたものと考えら

が出土している。近

る。 は陶器

る三足の土製品であ

め、外面は還元し暗

れる。 は鉄製鋤

（

く

れ

の

（第 図） 調査

長）方形を呈するものと考

なる。比較的少量であるが

る。

出土遺物（第 図

口縁部である。上面にスタ

区北東端で検出する。未掘

えられる。掘り方は比較的

同様の鉄製品鋳

） ・ は染付であ

ンプ文を有する。 ・

部分が多く形状は不明瞭

均整が取れており、底面

造関連遺物が出土している

る。 ・ は陶器である

は土製品である。精選さ

であるが、平面隅丸

は中央部分が一段深

。近世に位置付けら

。 は土師質土器

れた橙色土で、顔面

を

に

測

黒

で

表現している。 は 箇

ボタン状に粘土を貼り付け

（第 図）

る。底面近くから完形に近

色土器・瓦器椀のほか、磁

出土遺物（第 図

ある。 は黒色土器 で

所に穿孔を有する滑石製品

ている。 は焼成前に中

に切られる。平面径

い黒色土器 （ ）が出

器はほぼ白磁に限られる

） ・ はヘラ切り

、内外面黒化処理され、内

である。 はサルで

央部に穿孔を有する。

の円形を呈し、検出面

土する。出土遺物はヘラ

。 世紀後半代に位置付け

の土師器皿である。 は

外面に横方向の磨きが行わ

ある。 は中央部

からの深さ を

切りの土師器坏・皿、

られる。

土師器の高台付き坏

れている。 は内

面

白

つ

あ

は

が黒化している黒色土器

磁である。 ・ は内面

まみ部分である。 は青

（第 図） 調査

る。土師器、須恵器、土錘

出土遺物（第 図

皿である。外底面には回転

である。外面には体部中

にヘラ描きの花文を有す

白磁碗である。高台内面の

区東側で検出する。一辺

等が出土する。 世紀後

） は磨きを行う土

ヘラ削りを行う。 は高

位に連続的な押圧痕跡が見

る皿である。 は碗

中心部分のみ露胎となる。

前後の隅丸方形を呈す

半代に位置付けられる。

師器皿である。 は

台付き坏、 は高台のな

られる。 は

である。 は蓋の

る。埋土は灰色砂で

須恵器である。

い坏である。共に外

底

転

に

層

出

面には回転ヘラ削りを行わ

ヘラ削りは行われない。

は布目が残り、凸面には丁

（第 図） 調査

を測る土坑である。底

が堆積していたため、埋土

土した。その他外底面糸

ない。 は墨書を有する

は黒色土器 である。

寧なナデを行う。

区北東側で検出し、

面はほぼ平坦で検出面か

をほぼ全量採取・水洗を

切りの土師器坏・皿、陶磁

蓋であるが判読は不能で

は管状土錘である。

・ を切る土坑である

らの深さは である。埋

おこなった。この結果小塊

器類が出土している。鋳

ある。天井部には回

は丸瓦である。凹面

。長軸 、短軸

土途中に銅滓を含む

化した銅滓が

銅関連の遺物もまと

ま

判

磁

あ

が

っており 世紀後半 世

出土遺物（第 図

読不能の墨書が行われる。

である。口縁端部は内外両

る。口縁部内面に目跡粘土

残る。 は鋳銅用の坩堝

紀中頃の間に位置付けら

） は外底面糸

は須恵器坏である。外

面から削りだして鋭角に

が付着している。 は須

である。上面端から内面に

れる廃滓土坑であろうか。

切りを行う土師器皿・坏で

底面に墨書が痕跡的に残る

仕上げる。 は灰オリー

恵質の丸瓦である。凸面

は銅滓が付着している。

ある。 内面には

。 は口禿げの白

ブ釉を施す陶器壺で

に斜格子のタタキ痕
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（第 図） 調査

第 図 実

区中央部で検出し、

測図（ ）

を切る。長軸 、短軸 を測るやや

歪

は

出

内

頚

な隅丸長方形を呈する。埋

白磁主体であるが、同安窯

土する。 世紀後半代に位

出土遺物（第 図

外面に比較的細かな磨きを

壺であろうか。残存部分

は龍泉窯系である。

土は黒褐色土である。土

系を主体とした青磁も多

置付けられる。

） ・ は糸切りを

行う。 ・ は白磁碗

から輪花上の口縁部となる

は鉄釘であろう。

師器坏・皿は外底面糸切り

く認められる。その他鉄釘

行う土師器皿・坏である。

である。 は青磁で

可能性も考えられる。

を行い、陶磁器類で

点、銅滓極少量が

は瓦器椀である。

ある。 は青磁無

・ は同安窯系、

ん

す

底

部

（第 図） 調査

で掘削されている。土師器

る。土師器からは 世紀初

出土遺物（第 図

に 僧カ の墨書が見られ

（第 図） 調査

分で確認するのみである。

区中央部で検出し、

坏・皿は外底面糸切りで

頭の遺構と考えられる。

） は糸切りの

る。 は瓦質の捏ね鉢で

区中央部で検出した、石組

東側コ字状に組上げられ

を切る。北側壁面が部

坏は口径 、皿は口径

土師器皿・坏である。

ある。 は鉄釘であ

遺構である。石組遺構は

た部分は下部で掘り込みを

分的に袋状に抉り込

を主体と

は白磁碗である。外

る。

本調査区内ではこの

確認することができ

た

考

を

材

で

瓦

が、西半部分では掘り込み

えられる。コ字状の部分は

使用している。石列部分は

は拳大の礫をランダムに据

取り上げ、石列北西側の瓦

が比較的まとまって出土し

が確認できず、基底面が

本来平面方形の石組と考

これに接続するように確

えているようである。遺

と小礫が比較的散乱状態

ている他、国産陶磁器、

揃う石列として作図してい

えられ、基底部には人頭大

認できたが、明確な方向性

物はコ字状石組およびこの

にある部分を とし

瓦質火舎、不明銭、鉄釘、

る。一連の遺構群と

、上部には拳大の礫

は認められない。石

西側石列を

て取り上げている。

鍛冶滓などが出土し

撹乱 撹乱 

A
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て

で

いる。 世紀代の石組み遺

出土遺物（第 ・ 図）

ある。 は糸切りの土師

第 図 出土遺

構であろう。

は で取り

器皿、 は土師器蓋であ

物実測図 （ ）

上げ、 は

る。 は明オリーブ色釉

で取り上げたもの

を施す青磁碗である。

高

施

内

で

あ

泡

台内面まで施釉し、畳付き

す陶器碗である。 は朝

底には砂目跡が残る。

ある。 ・ は瓦質の火

る。 は鉄釘である。

・ は糸切りの土師器

の目立つベージュ色である

は剥ぎ取っている。内底

鮮時代の軟質白磁である。

は灰褐色釉に白化粧土を施

舎である。 は土師質の

。 は明代染付碗である

。釉は透明感が無く、内

には草花文が印刻される。

灰白色釉を全面に施し、

す三島手。 は陶器擂鉢

鉢。 は玉縁式の丸瓦。

。 は朝鮮時代の白磁碗

外面に砂目跡が付着する。

は淡い緑色釉を

畳付きを露胎とする。

、 は備前陶器壺

は椀形鍛冶滓で

であろう。胎土は気

は 類白磁碗

で

底

で

時

面

れ

ある。外底面に判読不能の

に 公 字状の印刻がなさ

ある。凹面布目、凸面には

（第 図） 調査

には を切る遺構と

径 の円形を呈し、壁

る。埋土は黒褐色土を主体

墨書を有する。 は淡黄

れている。 ・ は瓦

縄目の叩き跡が残る。

区北側で検出する。上面を

考えたが、出土遺物より

はほぼ直立する。底面は平

とし、下部で炭化物と共

褐色釉を高台内面まで施

質土器である。 は鉄釘。

・ に削平さ

切り合い関係が逆転するも

坦で、ほぼ中央に ほ

に獣骨が出土する。遺物は

す青磁碗である。内

は玉縁式の丸瓦

れている。また調査

のと考えられる。平

どのくぼみが認めら

コンテナ 箱出土し、

白

半

で

ま

磁碗・皿が主体を占める。

代に位置付けられる。

出土遺物（第 ・ 図）

は瓦器椀である。 は須

ある。 は 類であ

で施釉する。外底面に墨書

類は見られない。 は緑

また土師器坏は径 前

はヘラ切りの土師

恵質で完形の皿である。

る。 はやや小型深めの

を行うが判読は不能であ

がかった浅黄色釉を施す蓮

後の大型品でヘラ切りが大

器である。 ・ は土師

外底面には糸切りが行われ

形状を有する。釉は灰白

る。 は 類、

江窯系青磁小碗である。

半である。 世紀後

器椀である。 ・

る。 は白磁

色を呈し、高台内側

は 類である。

内面に鋭利な劃花文

を

り

鉄

隅

施す。胎土は緻密で灰色を

は内外面に緑がかった透

、上面に目跡が残る。

釘である。

（第 図） 調査

丸長方形を呈するものと考

呈し、外面露胎部分は明

明釉を施す。 は内面及

は土師質の甕である。

区中央部で検出し、

えられ、北側に一段高い

褐灰色となっている。 ・

び外面上部に緑色釉を施す

は製塩土器である。内面に

平坦面を有する。埋土は暗

は陶器である。

。口縁部は露胎とな

布目が残る。 は

の関係となる。平面

灰褐色土である。土

384

385

383
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第 図 及び出土遺物実測図（ 、 ）

師

内

は

に

器坏・皿は約 割程度が糸

中頃に位置付けられる。

出土遺物（第 図）

面まで施釉する小碗である

高麗青磁碗である。全面に

は円盤状の底部を有する

飴状の明オリーブ灰色釉が

切りである。陶磁器は白

は糸切りの土師器皿・

。外底に 周綱 と読め

緑灰色の釉を施す。外底

。胎土はしまりのない灰白

施される。

磁が主体で、青磁は極少数

坏である。 ・ は白磁

る墨書が残る。 は

に目跡が残る。 ・ は

色、釉は淡黄色で全面に施

である。 世紀前半

である。 は高台

類碗である。

国産陶器碗である。

される。 は内面

灰

あ

外

（第 図） 調査

色土である。土師器坏・皿

るが、白磁・青磁いずれも

世紀中頃 世紀前半代に

出土遺物（第 図）

は磁火土窯系の黄釉陶器

面上半部に白化粧土が行わ

区中央部で検出する。

類はいずれも糸切りで、

出土している。この他鋳

位置付けられる。

は糸切りの土師器であ

碗である。釉は灰オリーブ

れる は粘土に籾

を測る長円形の土

坏の口径は である

型状の土製品、小銅滓 点

る。 は 類、 は

色で、胎土は黒色粒を多

殻上の混和物を多く混ぜた

坑である。埋土は黒

。陶磁器類は少量で

、鉄釘等が出土する。

類の白磁碗である。

く含む灰色である。

鋳型である。 は

円

反

状

り

片

環状を呈する、 は

対側を円環系に作っている

（第 図） 調査

に堆積するが、炭化物を含

が混在する。また磁器類で

が出土するが、時期的に混

鍋等の容器であろう。

。 は鉄釘である。頭部

区北東側で検出する。径

む灰色土を主体とする。

は白磁が大半を占め、青

入の可能性が考えられる

は上端部分である。 は

が潰れている。

のやや歪な円形土坑で

遺物は土師器坏・皿類は外

磁は極少量にとどまる。こ

。 世紀前半代に位置付け

先端釘上の鉄製品の

ある。埋土はレンズ

底面ヘラ切りと糸切

の他鋳銅用の坩堝破

られる。
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第

出土遺物（第 図

は小碗である。 はヘラ

図 及び出土遺

） ・ はヘラ切り

描きの花文を有する皿。

物実測図（ 、 ）

の土師器皿である。

は碗である。

は白磁である。

は外底面に墨書

を

釉

で

し

形

灰

行う。 は花押であろう

で文様を施している。

ある。 は青磁の壺であ

、胎土はしまりのない灰白

（第 図） 調査

を呈し、検出面からの深さ

色土である。土師器坏は径

か。 は 周綱 、 は

・ は 類碗である。

る。 は円盤状の底部を

色である。釉調は異なる

区北東端で検出し、

を測る。断面は逆台

前後を主体とし、底

判読不能である。 は

は 次的に熱を受けている

有する国産陶器碗である。

が 出土 の碗と同

を切る。長軸 、短

形を呈し、埋土はしまりの

面はいずれも糸切りである

類碗の内面に鉄

。 は白磁の小壺

明緑色釉を全体に施

じタイプである。

軸 の隅丸長方

ない、灰混じりの暗

。また小皿 も出土

し

れ

小

あ

磁

ている。磁器は白磁・青磁

るものであろうか。 点ほ

出土遺物（第 図

さく、体部が広く開くもの

る。胎土は灰白色、灰オリ

碗であろうか。

いずれも出土している。

ど鋳型状の土製品が出土

） は外底面糸

である。色調は明赤褐色

ーブ色を呈する。 は胎

土師器の小径化より、 世

している。

切りを行う土師器皿・坏で

を呈する。 は内面に鎬

土灰色、釉調オリーブ灰

紀前半に位置付けら

ある。 は底面が

蓮弁を刻む青磁碗で

色を呈する。高麗青
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第 図 ・ 及び出土遺物実測図（ 、 ）

　１　　褐色砂質土 
　２　　暗灰色土 
　３　　灰褐色砂質土 
　４　　３層よりやや暗い 
　５　　４層に黄褐色砂流入 
　６　　暗灰色土 
　７　　灰褐色砂質土 
   　（焼土を含む） 
　８　　灰色砂質土 
　９　　やや暗い灰色土 
１０　９層より暗い 
１１　黄褐色砂 
１２　暗灰色土 
１３　黄褐色砂 
１４　黒灰色土 
１５　褐色砂質土 
３～１５層  ００２９埋土 
全体に炭化物を混入している 

ＳＫ００２９を切る遺構埋土 
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第 図 ・ ・ ・ 及び出土遺物実測図（ 、 ）
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形

器

軸

掘

磁

（第 図） 調査

の竪穴遺構と考えられる。

、瓦器（？）が出土する。

（第 図） 調査

前後を測る。略隅丸

り込みは本来切り合い関係

、青磁、鉄釘 点等が出土

区北側で検出する。大半が

底面は平坦で、埋土は淡

区北東側で検出し、

長方形の竪穴遺構である。

を有するものと考えられ

している。 紀後半代で

未掘となっているが、

黒褐色砂である。遺物は小

との先後関係は不明であ

埋土は暗灰色土である。

る。土師器坏・皿は外底面

あろうか。

に切られる方

破片 点のみで土師

る。長軸 、短

床面で検出している

糸切りで、この他白

部

初

炭

後

出土遺物（第 図

を有する青白磁である。一

期高麗青磁碗 類であ

（第 図） 調査

化物・灰を多く含んでいる

半 世紀前半と考えられ

） は口縁部玉縁を

部口縁部内面まで施釉さ

る。釉は貫入の入るオリ

区中央部で検出する。

。土師器はヘラ切りのみ

る。

有する白磁 類碗である。

れるが、口縁部上端面は釉

ーブ灰色を呈する。

の平面隅丸長方形

で、陶磁器は白磁が大半を

は屈曲した口縁

剥ぎとなる。 は

を呈する。埋土には

占めている。 世紀

椀

る

れ

暗

出土遺物（第 図

である。内外面に粗い横方

。 ・ は白磁碗である

類である。 は復元作図

る。外底面には円形に重ね

（第 図） 調査

褐色土で、検出面からの深

） ・ は外底面糸

向の磨きが行われる。

。 は外面に片彫りのヘ

であるが、越州窯系青磁の

焼きの痕跡が残る。

区中央部で検出する。周囲

さ を測る。土師器は

切りを行う土師器皿・坏で

は青白磁の碗である。高

ラ描き文を施す。 は玉

水注である。外面全体

の遺構との先後関係は不

小破片であるが糸切りが認

ある。 は土師器

台外面まで施釉され

縁口縁を有する

頚部内面まで施釉さ

明瞭である。埋土は

められる。他白磁、

越

窯

底

り

糸

州窯系青磁、布目瓦等が出

出土遺物（第 図 ・

系青磁碗である。全面に施

（第 図） 調査

面に柱痕跡状のくぼみが残

、拳大の礫が多く含まれて

切りの土師器坏・皿が 箱

土している。 世紀前半

） は須恵器坏であ

釉され、外底に目跡が残

区中央部で検出する。

っており、柱穴の可能性

おり、柱の根がためとも

分出土している。磁器は

代であろうか。

る。外底面に 丹カ 墨書

る。また内底にはヘラ描き

の平面長円形を呈

も考えられる。埋土は黒褐

考えられる。遺物はコンテ

白磁が主体で、他龍泉窯系

が残る。 は越州

の花文を有する。

する土坑であるが、

色土を主体としてお

ナ 箱と多く中でも

青磁 類が比較的ま

と

後

は

口

まっている。この他鉄釘

半 世紀初頭に位置付け

出土遺物（第 図

は小皿 である。

墨書を記すが、判読は不能

縁部は逆 字状に屈曲し、

（第 図） 調査

本以上、鍛冶滓 点が出

られる。

） は糸切りで

・ は龍泉窯系青磁であ

である。 は外面に蓮弁

内外面の下半を中心に刷

区北東側で検出する。溝底

土している。出土土師器の

板状圧痕を持たない土師器

る。 は内面に片彫りの

を描く小碗である。 は

毛目が残る。

面で確認した、黒色砂質

小径化等から 世紀

皿・坏である。

花文を有し、外底に

土師質の鍋である。

土を主体とした埋土

の

含

鍛

が

た

土坑である。遺物はコンテ

まれる。外底面はすべて糸

冶滓、銅滓、鋳型破片が出

、鋳銅関連の遺物が出土し

い。

出土遺物（第 図

ナ 箱出土しているが、

切りで、坏の口径は

土している。出土遺物よ

ていることなどから、

） は外底面糸

このうち 箱は土師器坏・

が主体である。ほ

り 世紀中頃 世紀前半

世紀後半代以降にまで下る

切りを行う土師器坏であ

皿類で完形品も多く

か白磁、青磁、椀形

代に位置付けられる

可能性も考えておき

る。 には板



第 図 ・ 及び出土遺物実測図（ 、 ）
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第 図 ・ 及び出土遺物実測図（ 、 ）

　１　　黒褐色土（ＳＫ０１２３） 
　２　　撹乱 
　３　　黒褐色土 
　４　　暗褐色土（ピット） 
　５　　焼土まじりの暗褐色土 
　６　　褐色砂質土 
　７　　暗褐色砂質土 
　８　　黄白色砂 
　９　　灰白色砂質土 
１０　灰褐色砂質土 
１１　茶褐色砂質土 
１２　焼土（壁体？） 
１３　黄白色砂 
１４　灰褐色砂質土（壁体、炭化物少量） 
１５　灰褐色砂質土 
１６　灰褐色土（焼土・炭化物を多く含む） 
１７　茶味を帯びた灰褐色土 
１８　灰色砂質土 
１９　壁体・炭化物層 
２０　灰色砂質土 
２１　灰褐色砂質土（焼土粒を含む） 
２２　灰褐色土（壁体・炭化物を多く含む） 
２３　黄白色砂と淡灰色砂質土が細かく互層となる 
２４　茶褐色土 
２５　灰褐色土（粘土ブロック含む） 
２６　灰色土 
２７　褐色砂質土 
２８　暗灰色砂質土 
２９　暗灰色土 
３０　黄白色砂 
３１　黄白色砂 
３２　暗灰褐色砂質土 
３３　暗黄褐色砂 
３４　暗茶褐色砂質土 
３５　黄褐色砂 
３６　黒褐色砂に黄褐色砂少量混合 
３７　炭と灰色土混合 
３８　黄白色砂 
３９　褐色砂質土 
４０　黄褐色砂に黒灰色土混合（３：１） 
４１　灰色土 
４２　炭層 
４３　茶褐色帯びた灰褐色土 
４４　灰色土 
４５　茶褐色砂質土 
４６　灰色粘質土 
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状

が

測

遺

少

え

圧痕が見られないが、他に

考えられる。外底に 囗一
（第 図） 調査

る隅丸長方形の土坑と考え

構と考えられ、本土坑の底

量であるが、土師器、須恵

られる。

は板状圧痕が残る。 は

の墨書が行われる。

区北東側で検出する。北側

られる。底面に見られる

面はほぼ平坦に近いもの

器、鉄釘等が出土してお

白磁碗である。体部は打

長辺部分を溝に切られてい

ピット状の掘り込みは、本

と考えられる。埋土は灰褐

り、 世紀後半以降に位置

ち欠いている可能性

るが、長軸 を

来切り合いを有する

色砂である。遺物は

付けられる土坑と考

い

ズ

層

が

出土遺物（第 図 ・

ない。

（第 図） 調査

状に堆積し、上半 層

状となる。最下層にはべた

る。出土遺物には生産関連

） 共に須恵器の蓋であ

区南西隅で検出する。平面

中には焼土・炭が多く含

べたの灰色粘質土が比較

の遺物は含まれていない

る。天井部外面には回転

の隅丸長方形を

まれる。また下半の

的厚く堆積し、その直上に

。コンテナ 箱出土し、土

ヘラ削りは行われて

呈する。土層はレン

層は灰色土と砂が互

は炭層（ 層）が広

師器はすべてヘラ切

り

る

師

坏

を

に

で、磁器は白磁のみで構成

。

出土遺物（第 図

器坏である。脚を有するが

部中央から脚部に焼成前穿

有する。 は高台との境

墨書が行われるが、ほとん

される。この他鉄釘、獣

） はヘラ切り

欠失している。坏部外底

孔が行われる。

まで施釉される。内面は残

ど消失している。 は丸

骨が出土している。 世紀

の土師器坏である。 は

面から脚部には縦方向の磨

は白磁である。 は外底

存 で 本の縦白堆線

みを帯びた体部の白磁碗

後半に位置付けられ

精選された胎土の土

きが行われる。また

面に判読不明の墨書

が見られる。外底面

である。残存部位全

面

土

他

ら

ら

に施釉される。 は陶器

（第 図） 調査

坑である。埋土は黄褐色土

白磁、青磁、瓦質土器 点

れる遺物が 点出土してい

世紀代に下る可能性も考

出土遺物（第 図

甕である。口縁部内面に目

区南西部で検出する。長軸

を混合する黒色土である

、ガラス質滓 点、鉄釘

る。磁器類からは 世紀

えられる。

） は糸切りで板状

跡が残る。 は管状の土

、短軸 を測る

。土師器坏・皿類は外底面

点が出土している。また

中頃 後半代に位置付けら

圧痕のない土師器坏である

錘である。

隅丸長方形を呈する

糸切りである。その

弥生時代に位置付け

れるが、瓦質土器か

。 は越州窯系青

磁

を

壁

炭

碗である。全面にオリーブ

は弥生時代の複合口縁壺

（第 図） 調査

呈する。図上では

・鉄滓が出土している。近

（第 図） 調査

が互層状に堆積している。

灰色釉を施し、外底面に

口縁部破片である。

区南西部で検出する。隅丸

に切られているが、本来

世以降に位置付けられる

区南西部で検出する。径

出土遺物のうち土師器は

目跡の痕跡を残す。内面全

長方形を呈する大型の土

はこれに後出する遺構で

。

の円形を呈し、埋土は

糸切りとヘラ切りが混在し

体に花文を有する。

坑で、埋土は青灰色

ある。鋳鉄関係の炉

黒褐色土・褐色砂・

ている。陶磁器類は

青

胎

ブ

と

磁が極少量で、白磁主体で

出土遺物（第 図

土は淡黄色で褐色粒を多く

灰色釉を高台畳付き以外に

（第 図） 調査

なる。平面径 を測る

ある。 世紀前半代に位

） ・ はヘラ切り

含む。 は高麗青磁碗で

施し、畳付き及び内底面

区南西部で検出する。

円形を呈し、検出面から

置付けられる。

の土師器である。 は白

ある。胎土は灰色で砂粒

には共に 箇所の粘土目跡

の深さ を測る。埋土

磁の小型坏である。

を多く含む。オリー

痕跡が残る。

の関係

は黒褐色砂質土を主
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第 図 ・ ・ 及び ・ 出土遺物実測図（ 、 ）
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第 図 溝断面実測図（平面図 、断面図 ）
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第

多く含み、明褐灰色を呈す

（第 図） 調査

ーバーハングする。埋土は

類は白磁主体で ・ ・

られる。

図 ・ 出土

る。

区南西隅で検出する。や

炭・灰を多量に含んだ黒

類が多く認められる。青

遺物実測図 （ ）

や歪な隅丸長方形を呈し

色土である。土師器類は糸

磁は極少量である。 世紀

、東側壁はわずかに

切りである。また磁

中頃 後半に位置付

る

て

）溝

溝状遺構は調査区北東半部

上に、掘り直しを示すかの

いる。

（第 図）

条の溝は並行して掘削さ

がやや浅く 、両側の

分のみで確認している。

様に数条の溝状遺構が並

中央の が最も古く、

れており、主軸方向は

・ は を測る

全体に切り合い関係が錯綜

行しているため、本来の状

埋没後に両側に ・

である。検出面

。断面形状は浅皿状を呈す

した中で検出してい

況が捉えにくくなっ

が掘削されている。

からの深さは中央の

る。調査時には

は

が

か

る

等

時

ば

西側で立ち上がるものとし

るものか更に西側に伸びる

い堆積を示すが、他 条は

一連の溝群と考えられるが

世紀後半以降に位置付け

期決定には不明確な点が多

世紀代の溝群と考えられ

て掘り下げを行っている

かは不明である。埋土は

レンズ状の自然堆積状で

、機能については不明で

られる遺物が出土してい

いが ・ を混入とみ

る。いずれにしても各掘

が、切り合い中で埋土が類

中央の は人為的な埋め

ある。掘削位置・方向等の

ある。 ・ では青磁

る。また からは朝鮮産

なすならば 世紀後半代、

り込み間の時期差は少ない

似しており、立ち上

戻しを示すような細

状況から関連を有す

雷文帯碗、明代染付

白磁が出土している。

これらを生かすなら

ものと考えられる。

あ

出土遺物（第 ・ 図）

は ・ の分別がで

は白磁皿である。透明

・ は白磁である。

は体部を打ち欠く碗であ

る。 は雷文体を刻む。

・ は 出土、

きない遺物である。

感のない乳白色の釉を施す

は口禿げの皿である。内

る。外底に墨書を施すが判

・ は無文である。

は 出土、

。 は内面に布目を有す

面に花弁状の文様を白色

読不明である。

は口縁部内面まで施釉す

は 出土、

る製塩土器である。

線で表現している。

は龍泉窯系青磁碗で

る。 ・ は高麗
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第 図 出土遺物実測図 （ ・ は 、 は ）
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須

磁碗である。 は灰オリ

跡痕跡が残る。 ・ は

。 ・ は土師質の鍋で

冶滓である。 は土師器

恵器蓋である。

は青白磁の碗である。

ーブ色、 はオリーブ灰

褐色釉を施す陶器壺であ

ある。 は有溝の滑石製

高坏脚部である。内面は横

は朝鮮産白磁碗である

色釉を全面に施す。共に高

る。 には横耳がつく。

品である。 は有溝土錘

方向のヘラ削りを行う。

。釉調灰黄色を呈し、内面

台畳付及び内底面に

は瓦質の擂鉢であ

である。 は椀形

はかえりを有する

全体に施釉される。

高

当

は

両

混

台畳付き・内底面に目跡が

は壺の底部である。 は

て具痕が残る。

・ は明代染付である

高台畳付きを露胎とする青

面に目跡が残る。 は土

入する鋳銅用の坩堝である

残る。 は陶器で

器面黒色を呈する無釉陶

。 は雷文帯碗である。

磁である。 は緑灰色釉

師質のつまみ付き蓋状製品

。内面はガラス質化して

ある。 は中国陶器の碁

器である。外面に三角形突

はヘラ描きによる細蓮

を全面に施した朝鮮灰青

である。 は胎土に籾殻

いる。

笥底の底部である。

帯を有し、内面には

弁文碗である。

陶器碗である。内外

状の植物遺体を多く

を

状

れ

能

さ

西

・ （第 ・

行ったが、掘り下げ時の所

遺構の切り合いがまとまっ

る。各掘り込みは底面にピ

については不明であるが、

れたとは考えにくく、一連

側に連続する溝と考えられ

図） は検出時には

見及び土層観察等から、

たものと思われ、土層断

ット状の掘り込みが多く

掘削方向・配置等からも

の機能を有するものであ

る。幅 を測り、

条の幅 前後の溝状遺

主軸方向 の同

面からは掘削・埋没を繰り

残されており、平坦なもの

溝状の各掘り込みが、別々

ると考えられる。また

溝底に柱状の掘り込みを

構と考えて掘り下げ

一方向を指向する溝

返したものと考えら

となっていない。機

の意図をもって掘削

は方位的にも の

有する。出土遺物で

は

が

で

る

に

は切り合い関係も不明

良好に行うことができない

、口径が 前後と小

ことを挙げることができる

ついても糸切り・小径の坏

出土遺物（第 ・ 図）

瞭なまま掘り下げた部分

。傾向として完形品を多

径化が進んでいることや

。これらの特徴から 世

・皿類等の特徴から、や

この溝群の調査は、他の土

も多く、各掘り込み単位に

く含む土師器の出土量が多

、 にみられる鋳造

紀前半 中頃の遺構群と考

はり同様の時期を示すもの

坑・井戸等との切り合い

ついては遺物の分別

く、いずれも糸切り

関連遺物が認められ

えられる。また

と考えておきたい。

が著しく、明確な状
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第 図 ・ 出土遺物実測図（ ）
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碗

て

で

ま

あ

である。明緑色釉を全面に

は 出土である

おり、他と出土遺物の様想

ある。 は天目碗である

は鋳銅に伴うと考えられ

た外形も裾広がりとなって

る。

施し、畳付きの釉を剥ぎ

。ここからは多量の完形

が異なっている。

。 は青銅鍋の鋳型であ

る羽口である。先端部に近

いる。胎土には砂粒・ス

取る。外底面に螺旋状の製

品を含む土師器皿・坏類が

は全て糸切りである。

る。胎土には砂粒・スサ

く孔径は となり

サを多く含むが、鋳型より

作痕が残る。

コンテナ 箱出土し

は龍泉窯系青磁皿

等の混和物が多い。

、先端が細くなる。

スサが少ないようで

土

磁

鋳

は 出土の 類白磁

である。 元祐通寳 （初鋳

は 出土の 類白磁

は 出土である

碗である。 は内底にヘ

型である。復元すると径

碗である。外底に墨書が残

年）である。

碗である。外底に墨書が残

。 は糸切りの土師器坏

ラ描き文を有する龍泉窯系

程度の小型品である。

るが判読不明である。

るが消失しかけている。花

である。 は蛇の目高台

青磁碗である。 は把手

時期的には青銅製品と考え

は の上層埋土出

押であろうか。

を有する越州窯系青

の付いた鍋状製品の

られるが、胎土は通

常

を

ら

世

土

の土師質に近く、スサ等の

・ ・ （第

有する一連の溝と考えた。

れなかった。延伸方向はお

でコンテナ 箱出土して

紀に位置付けられる遺物が

から古代の遺構と考えてお

混入は見られない。

図） いずれも褐色砂埋

と は南側で分離

およそ ・ が

いるものの、 ・

主体を占めるが、一部に

きたい。

土で延伸方向の連続性等

しているが、土層断面では

、 が

では小破片が少量出土する

白磁・瓦器等が混入してい

より、何らかの関連

切り合い関係が認め

である。遺物は

のみである。

る。切り合い及び埋

し

は

を

州

出土遺物（第 図） ・

、外底面の糸切り痕が見ら

出土である。

行っている。胎土には

窯系青磁碗である。

（第 図） 幅

にとる。掘り下げ後

は 出土である。

れる。 は須恵器高台付

は土師器椀である。 は

角の砂粒を含む。 ・

は管状土錘である。

、検出面からの深さ

誤って除去してしまった

は土師器椀である。高台

き坏である。外底面に墨

焼成須恵質の椀である。

は須恵器蓋坏である。

を測る。埋土は黒褐色土

が、南側の を切っ

貼り付け部分が剥落

書が残る。

底部は小さく糸切り

は蛇の目高台の越

で、主軸方位を

て延びている。小破

片

失

世

蓋

と

のみであるが、中世後半代

（第 図）

われている。埋土は茶褐色

紀中頃に位置付けられる。

出土遺物（第 図

である。 は外面に判読

から、転用硯としての使用

の溝であろう。

の北側をほぼ同じ方位

砂である。須恵器蓋坏・

） いずれも須恵器であ

不能の墨書を有する。また

が想定される。 は高台

で検出した溝である。南

高坏、土師器甕、竈破片等

る。 は天井部に

内面にも墨痕が広がり、

付き坏身である。

側の肩は により

が出土している。

回転ヘラ削りを行う

擦痕が認められるこ

深

な

こ

る

（第 図）

さ を測る。埋土は大

り、下層（ 層は砂層

とや、瓦質土器が認められ

出土遺物（第 図

。 は陶器碗で、内面に

に切られ、やや蛇行気

きく上下 層に分けること

）が主となっている。出

ることから 世紀代に位

） は細蓮弁を有す

刷毛による白泥の塗布が認

味に南西方向に延びる。西

ができ、上層（ 層

土遺物には上面から細蓮弁

置付けられる。

る青磁碗、 は蛇の目高

められる。 も陶器碗で

端部分で幅 、

）は灰色土が主体と

文碗が出土している

台の高麗青磁碗であ

ある。外底面に目跡



第 図 その他の遺物実測図 （ ）

が

の

れ

残り、高台内面はアーチ状

）その他の遺物（第 ・

こでは報告し得なかった遺

一部を報告する。

るが判読不能である。

をなす。 は瓦質の火舎

図）

構（土坑・ピット等）・遺

は墨書資料である。

・ は花押であろうか。

である。 は巴文の軒丸

構検出時及び掘り下げ確

は白磁碗である。 ・

・ は龍泉窯系青磁碗

瓦である。

認時に出土した遺物

は文字と考えら

、 は同安窯系青
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磁

坏

第 図 その他の遺

碗である。 は 上

である。外底面の墨書は

物実測図 （ は

であろうか。 は花押、

井 であろうか。 は糸

、 は 、

は 徳綱 と読める。

切りの土師器坏である。

は ）

は須恵器高台付き

内面に梵字状の墨書

が

器

土

る

認められるが、形状は不

外面には三角文が施され

壺であろう。 は須恵器

したほぼ完形の高麗青磁碗

宮 の陽刻が残る軒平瓦で

。 は有溝の滑石製石錘

明瞭である。 ・ は弥

る。 も弥生時代後期の

高坏である。 は白磁蓋

である。全面に施釉され

ある。櫛田宮関連の瓦であ

である。石鍋の転用であろ

生時代後期の複合口縁壺

壺胴部突帯である。 は

。 ・ は青磁である。

、高台畳付きのみ釉を掻き

る。 は管状土錘、

う。 は黒色石製の石帯

の口縁端部である。

波状文を有する須恵

はピットから出

取っている。 は

は有溝土錘であ

である。 ・ は
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滑

物

を

石製品である。 は緑色

）小結

今回の調査では、重層的な

を確認した。ここでは簡単

遺構が確認されるのは奈

・ 等がある。中でも

示すものであろう。なお

石製小玉である。

遺構面の設定はできてい

に概要をたどることによ

良時代後半 平安時代前期

に見られる墨書

期以前の明確な遺構は検

は銅銭である。

ないが、中世前半を中心と

りまとめに変えたい。

（ 期）からである。

土器、水晶、獣脚等の遺物

出されていないが、

した多くの遺構・遺

・ 、

は官衙的施設の存在

、 、 、

須

の

れ

（

等から弥生時代後期 終

恵器等も極少量しか認めら

期は中世で、中でも 世

多くがこの時期に位置付け

、土師器坏・皿類の外底

、 、 類等）が主体を

末期の小破片が出土して

れない。

紀後半 世紀代が今回

られる。この中で時期比

面がヘラ切りのみのものを

占めながらも、龍泉窯・同

いる。また古墳時代前期の

の調査で主体を占める時期

定については、磁器類はほ

世紀後半代。土師器が

安窯系青磁（龍泉窯系碗

古式土師器や後期の

である。井戸・土坑

ぼ白磁のみで構成さ

糸切りのみで、白磁

類を含まない）が

出

青

造

い

れ

認

土しているものを 世紀中

磁の出土量が極僅かである

系の鍛冶滓が散見される。

る。これらの遺物は前代ま

次調査では同時期に位置付

も廃棄坑であるが、関連の

されている。第 次調査に

頃 後半代。過渡的様相

時期を 世紀前半代とし

また 世紀前半代には

でには認められないもの

けられる 、 の

滓、鋳型、炉壁、取瓶等

おいては作業エリアと考

を呈し、土師器類に糸切り

ている。この時期には生産

他にみられる鋳銅関

である。本地点の南東側

基の鋳銅関連遺構が確

が出土している。鋳型には

えられる一群が検出されて

とヘラ切りが混在し、

関連遺物としては鍛

連の遺物が出土して

程に位置する第

認されている。いず

歓喜天像、鍋等が確

いる。今回の調査で

は

こ

伴

本

地

このような広がりを見出す

とが想定できる。

期は近世である。この

って多量の炉壁、鉄滓他の

地点から北東側、現店屋町

点も工房群の一角を占める

ことはできなかったが、

時期に特徴的なものは鉄鋳

関連遺物が投棄されてい

周辺の調査でも近世の鉄

ものと考えられる。

この時期に一帯で鋳銅作業

物関連遺物である。特に

る。なお炉跡等の作業場は

鋳物関連遺物が多量に確認

が広く行われていた

瓦組み井戸の廃棄に

確認できていない。

されており、本調査

哺

イ

博多 次調査出土動物

魚類、鳥類、爬虫類が少数

乳類 イヌ から出土

顎がそろっていた

ノシシ いずれも解体痕は

である。左側の遠

（屋山遺体について

出土しているが、ほとん

した歯は残りは悪いもの

ものと思われる。

ない。 から左右上腕

位端にはイヌの咬痕と思

洋）

どは哺乳類である。

の下顎左右の と上顎の

骨の遠位端が出土している

われる溝が見られる。

で元は頭骨と下

が、残りが悪い小片

ク

ウ

ウ

ジラ・イルカ類 他の調査

を薄く削る刃物痕

れる。環椎が 点

と長く大型

シ 歯が一点と尺骨の

マ すべて歯である。

区同様椎骨が多い。解体

がある。これは椎骨間に

出土しているがこのうち

である。

近位部が出土した。尺骨

下顎歯は全歯高が 。

痕は椎骨側面にあるものの

刃物を差し込んで、分断し

から出土したものは

は近位端に上腕骨から外す

上顎歯は を測る。

他に、椎頭（窩）面

たときのものと思わ

椎頭から椎窩までが

ときの解体痕がある。



シ

鳥

メ

カ ほぼ全身の骨が出

類 点出土しており

の大腿骨は幹部の

らの渡り鳥が多く

種まで同定できたもののう

類が 点のみ出土している

土している。 からは

いずれも大腿骨であるが

太さからマガンと同じ程

奈多・今津干潟ではカモ

ち 世紀後半から 世紀

。 世紀後半になるとシ

乳歯が出土している。

欠損しており種は不明であ

度の大型鳥類であると思わ

類に混じってマガンの姿も

前半のものはシカが多く、

カに加えイノシシ・ウシ・

る。 区包含層出土

れる。博多は大陸か

見ることができる。

その他はサメ類とカ

ウマ・イヌと多様に

な

他

地 区

井戸側 石

るがクジラ・イルカ類はみ

の哺乳類は減りイルカ類が

層 位 大分類 小分類 部位名 左
層 哺乳類 不明 長骨
層 哺乳類 イルカ類 環椎

哺乳類 シカ 脛骨 左
層 鳥類 不明 大腿骨等
層 哺乳類 イルカ類 歯 本

哺乳類 シカ 乳歯
組みレベル周辺 哺乳類 イヌ？ 椎骨

られない。イルカ類は

動物遺存体の大半を占め

右 部 分 部 分
小片 不明
ほぼ完形 成獣
遠位部 成獣
小片

小片化 化骨

世紀中頃から出土するよう

るようになる。

成 長 度 切 痕 火 熱
なし なし
あり なし 上面に細かな
不明 黒色化？ カットマーク

化済み なし なし

になるが、その後は

備 考 時 代
近世

カットマーク小型（ハナゴンドウより小）近世
あるがあたらしいかも 後半

近世
近世
後半 中頃
後半

井戸側 石
井戸側 石
井戸側 石
井戸側 石
井戸側 石
井戸側 石

石

組みレベル周辺 哺乳類 イヌ？ 肋骨
組みレベル周辺 哺乳類 イノシシ 大腿骨 左
組みレベル周辺 哺乳類 イノシシ 大腿骨 左
組みレベル周辺 哺乳類 イノシシ・シカ 椎骨
組みレベル周辺 哺乳類 イノシシ・シカ 肋骨
組みレベル周辺 哺乳類 イノシシ？ 肩胛骨
組み周辺その間 哺乳類 ウマ 上顎歯 左
層 哺乳類 不明 長骨
区 哺乳類 イルカ類 椎骨
層 哺乳類 ウマ 歯（下顎？）

哺乳類 イヌ 下顎 左
哺乳類 イノシシ 上腕骨 左
哺乳類 イノシシ 上腕骨 右
哺乳類 シカ 下顎歯 左
哺乳類 シカ 下顎歯 左

近位部 近位端欠損 不明
遠位部 内側顆のみ 化骨
幹部のみ 外面のみ 不明
棘突起 先端部欠損 不明
端部なし 小片 不明
近位側 不明

のどれか 外側のみ 成
幹部のみ 不明
椎体のみ 残存 前後
小片

間 歯なし 成獣
遠位端 内面上顆欠損 成獣
遠位端関節部 内外両端を欠く
本

乳歯

なし なし
化済み なし 黒色化

なし なし
なし なし
なし なし
不明 黒色化

老獣 なし なし 歯冠高
なし なし

未骨化 なし 不明

？ なし カットマーク
不明 なし イヌの咬痕あ

か

後半
後半
後半
後半
後半
後半

後半
後半
後半

らしく見えるものあり 後半
り 後半

後半
後半
後半

検
掘
掘
ト
ト

哺乳類 シカ 下顎歯 左
哺乳類 シカ・イノシシ 長骨片多数
哺乳類 シカ？ 上腕骨 左
哺乳類 ウマ 下顎歯 右
哺乳類 シカ？ 脛骨 右
哺乳類 シカ 上腕骨 左

り方 哺乳類 ウシ 尺骨 左
り方 哺乳類 シカ 尺骨 右
レンチ 哺乳類 イルカ類 椎骨
レンチ 哺乳類 イヌ 歯 本

哺乳類 イノシシ 下顎歯 右
哺乳類 イルカ類 椎骨
哺乳類 イルカ類 椎骨
哺乳類 クジラ・イルカ類 椎骨
哺乳類 クジラ・イルカ類 椎骨
哺乳類 長骨

乳歯

幹部のみ 幼獣
エナメル質剥落 若
幹部のみ 不明
両端部のみ 成獣
近位側関節部 表面剥落 化骨
近位部関節部 近位
椎体のみ 関節面のみ 化骨
いずれも破片 下顎左右 と上顎

咬耗
椎体のみ 化骨
椎体のみ 左半分のみ 化骨
椎体のみ 化骨
椎体のみ 化骨
幹部のみ 縦半分欠損 未骨

黒色化
成獣 なし なし 歯冠高 ビ

あり 不明 カットマーク
なし なし 新しい切断あ

化済み あり なし 近位側上面に
部未骨化 なし なし
化済み 不明 なし
と思われる
なし なし なし
化済み あり なし 椎頭径 椎
化済み あり なし 前後長 刃
化済み 側面にあり なし 細片化
化済み 不明 不明 表面剥落前後
化 なし なし

後半
後半
後半

ビアナイト 中頃 前
は外面・背面の遠位側 中頃 前
り 後半 前
上腕骨と分離するためのナタ痕あり 後半

後半
前半 中頃
前半 中頃
前半 中頃

窩部にカットマーク右横突起切断 前半 中頃
物で半分に切断 前半 中頃

前半 中頃
長 中頃 前

前半 中頃

半
半
半

半

検
検
検

哺乳類 イノシシ・シカ 椎骨
哺乳類 クジラ類 環椎

層 哺乳類 ウマ 上顎歯 右
哺乳類 ウマ 上顎歯 左

出面 哺乳類 ウシ 歯小片
出面 哺乳類 シカ 上顎歯 左
層 不明
層 魚類 不明
層 魚類 サメ類 椎骨
層 鳥類 不明 大腿骨
層 哺乳類 不明
層 哺乳類 不明
層 哺乳類 不明 大腿骨 右
層 哺乳類 不明 椎骨
層 哺乳類 シカ 距骨 右
層 哺乳類 シカ 肩胛骨

椎弓板から棘突起にかけて 不明
前側一部欠損 成獣

のどれか 成獣
のどれか 歯根わずかに欠損 成

か

個分
近位部 頭窩欠損 成獣

近位部 大転子欠損 成獣
椎体のみ 前後
完形 成獣
肩胛棘の一部 不明

なし なし
上面にナタ痕 なし 前後長
不明 不明 歯冠高 強

老獣 なし なし 現状歯冠高

？ なし 個中 個は

なし なし ネズミ大
関節面未 骨化 なし あり

あり 白色化 内面後方にナ
なし なし

前半 中頃
前半 中頃
後半

近世
後半
後半
前半
前半

変形して癒着カットマークは新しい？ 前半
前半
前半
前半
前半
前半

タ痕（踵骨からの切り離し） 前半
前半

区
区
区
区
区

ラベルなし

層 哺乳類 シカ 指骨（基節骨）左
層 哺乳類 シカ 指骨（基節骨）右
層 哺乳類 シカ 指骨（中節骨）右
層 哺乳類 シカ・イノシシ 椎骨
層 爬虫類 カメ？

哺乳類 シカ 脛骨 左
哺乳類 イノシシ 下顎歯 左
哺乳類 ウマ 上顎歯

段目 鳥類 不明 大腿骨
段目 哺乳類 イルカ類 肋骨
段下げ 哺乳類 海獣
段目 哺乳類 イルカ類 椎骨
段目 哺乳類 ウマ 上顎歯

哺乳類 ヒト 頭蓋骨

完形 化骨
完形 化骨
完形 化骨
腰椎（椎弓板の一部） 幼

遠位端 化骨
・ 成獣

細片化 老獣
幹部のみ 不明
遠位部近辺 遠近両端欠損 不明

椎体のみ 化骨
老獣

後頭部

化済み なし 灰色化
化済み なし 灰色化 は同
化済み なし 灰色化
若獣 あり なし ナタによる突

化済み なし なし 細片化
なし なし 咬耗は前
なし なし 歯冠高
なし 不明 大きさはマガ
なし なし
あり

化済み 関節面にあり なし 椎頭（窩）径
なし なし 歯冠高 弱

前半
一個体 前半

前半
起部切断 前半

前半
不明

側のみ 不明
不明

ンよりやや大きめ 不明
不明
不明
不明
不明
不明



写真 調査区東半全景（南西から）

写真 調査区西半全景（南西から）



写真 （西から） 写真 （東から）

写真 （北東から） 写真 遺物出土状況

写真 （西から） 写真 （東から）



写真 （南から） 写真 石組み（東から）

写真 （南から） 写真 （南から）

写真 （東から） 写真 （南から）



写真 （北から） 写真 （北から）

写真 （北から） 写真 （北から）

写真 （南から） 写真 （東から）



写真 （南から） 写真 （東から）

写真 （東から） 写真 井戸側（東から）

写真 （南東から） 写真 井戸側（南西から）



写真 （南東から） 写真 （東から）

写真 （西から） 写真 （北から）

写真 （南から） 写真 （南から）



写真 （西から） 写真 （西から）

写真 （北東から） 写真 （南から）

写真 （南から） 写真 土層



写真 ・ （北から） 写真 土層

写真 （南から） 写真 （東から）

写真 （北東から） 写真 ・ （西から）



写真 調査区東半溝群（南から） 写真 ・ ・ 土層（ ）

写真 溝土層（ ） 写真 土層（ ）
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